
問い合わせ

水口消防署　　　　　☎６３-１１１９／ ６３-７９４１
水口消防署土山分署　☎６７-１１９９／ ６７-１７００
甲南消防署　　　　　☎８６-３１１９／ ８６-０７１９
甲南消防署甲賀分署　☎８８-７７０１／ ８８-７７０２
信楽消防署　　　　　☎８２-０１１９／ ８２-３９７７
消防本部警防課　　　☎６３-７９３４／ ６２-３６６６

９月９日は「救急の日」
　「救急の日」は、昭和57年に救急医療及び救急業務に対する国民の正しい
理解と認識を深め、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に定め
られました。以降、毎年９月９日を「救急の日」とし、この日を含む１週間を
「救急医療週間」とされています。

　いざという時のために

　「さっきまで元気にしていたのに突然倒れた」、「心臓
や呼吸が止まっている」など、重大な病気やけがの際は、
迷わず救急車を呼んでください。
　しかし、救命の可能性は時間の経過に併せて極端に
低下します。このような時に命を救えるのはそばに居
合わせた人の救命処置 ( 心肺蘇生法 )です。救急車が
到着するまでの間、人口呼吸や心臓マッサージなどを
行うことで、生存率や社会復帰率がとても高くなります。
　甲賀市広域行政
組合各消防署・分署
では、心肺蘇生法の
普通救命講習を行っ
ています。「いざと
いう時」に自信を持っ
て救命処置ができる
よう、心肺蘇生法を
身につけましょう。

▲普通救命講習会の様子

▲土砂災害パトロール出発式の様子

▲崩壊の危険がある法面

▲地滑りの発生しやすい危険箇所

県内の医療機関の情報（滋賀県広域災害・救急医療情報システム）
◦救急医療ネットしが　
　http://www.shiga.iryo-navi.jp/qqport/kenmintop/
◦小児救急電話相談
　＃８０００または☎０７７-５２４-７８５６
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。

土
砂
災
害
に
関
す
る
情
報
（
滋
賀
県HP

）

http://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/h/

sabo/06_hou/index.htm
l

避
難
場
所
に
関
す
る
情
報
（
甲
賀
市HP

）

http://w
w
w
.city.koka.lg.jp/2280.htm

l

　救急車の適正利用にご協力を

　症状に緊急性がなくても「どこの病院に行けばよいか
わからない」、「救急車だと病院ですぐに治療してもらえる」
などの理由で救急車が呼ばれる件数が増えています。
　救急車を本当に必要とする人が適正に利用できるよ
う、不必要な救急要請は避けてください。
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心臓と呼吸が止まってからの時間経過

居合わせた人が救命処置をした場合
救急車が来るまで何もしなかった場合

・時間の経過で低下する救命のチャンス
・応急手当が救命のチャンスを高める命

が
助
か
る
可
能
性

6平成 27年 9月1日7 平成 27年 9月1日


